
(27)

魯 迅 の 曲 筆 と 暴 露

一 魯迅逝去三十周年を記念 して

川 上 久 寿

魯迅の曲筆 とはい うまで もな く,か れ自身があちこちで述べているよう

に,晦 聖な言葉(偽 自由書前記)を 用いた,ま わ りくどく,口 ごもった,素

直でない筆の まわ しのことであ り,「足枷 のついた 舞踏」 と曹 白あての手紙

(1936年5月4日 付)で 書いてるよ うな筆法のことである。 つ まり言論抑圧

のもとにあって平明直戴かつ詳細な口がきけずイソップの言葉,奴 隷の言葉

に よった筆つかいで,こ れが普通い うところの曲筆である。しか し,私 は曲

筆を広狭二義に解 している。姪楷をつけた ダソスとしての狭義のものと,そ

れ以外に課刺,逆 説,反 語,皮 肉も含めた,と にか く素直でない,物 事の委

曲をつ くして語 らない筆法である。 したがって,そ れは七首の一閃,忽 ちに

して敵を驚す態のものであって,頗 る痛快であるが,反 面,正 確 さを内包す

る簡潔 さとはちがって,委 曲をつ くしえないがためにおこる誤解や混乱 も予

想せねばならない筆法のことである。

魯迅の曲筆になる文章は広狭両義をとわず名文が多い,そ して迫力があ

って説得力に富んでいる。切迫 した社会 ・政治情勢のもとにあって,し か も

いつ何時おのが身にふ りかかるか もしれない 白色 テロル の 脅威の中にあっ

て,多 くの人 々が気骨ある文章は今の世にな しと歎いていたとき,魯 迅が気

骨ある文章を書 きつづけ られたのは曲筆の駆使に よってである。曲筆 こそ魯

迅晩年の文章(雑 文)の 精髄といってよい。魯迅の雑文は 「熱風」には じま

り 「且介亭雑文末編」にいたるまで,悉 く当時の社会 ・政治の緊迫 した諸問

題 と固 くむすびついている斗争の書である。その内容はすべて中国の当時の
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政治情勢によ り規定 されている。客観情勢の変化発展 とともに魯迅が発表 し

た雑文の問題,内 容および発表 した新聞雑誌などの性質 も多岐にわたってい

る。たとえば主 として 国粋主義 との戦いであった 初期 の 雑文集 「熱風」が

「農報副刊」や 「新青年」のような合法的進歩的 な 新聞雑誌にのせ られたの

に対 し,晩 年の もの特に 「且介亭雑文」になると,そ の主題は帝国主義の侵

略,国 民政府の売国性,国 民政府の ファシ ョ化,蒋 介石およびその徒党が中

国民族を裏切 ってアメリカをご主人としたことに より中国人民を敵 としたこ

と,こ の種内外のご主人の耕間 となったイソテリ文人,こ れ らすべてに対する

痛烈な批判 と暴露,攻 撃が中心となる。またこれに反 して,国 内における新

らしき勢力の成長,ま す ます強 まる中国紅軍 とその革命根拠地の拡大,進 歩

的愛国的な社会の各階層が中国共産党の側についてゆき,国 民党を見棄てた

こと,以 上が国民党 と外国帝国主義の支配の下にあった上海にあって戦った

魯迅雑文の基本的モチーフである。晩年の魯迅は きび しいとい うよりは滅茶

苦茶な検閲下にある合法的出版物にはむろんの こと,非 合法の新聞雑誌に も

筆をとるようになった。魯迅は蒋介石が反革命の裏切 りを してか ら間 もな く

蒋介石政権の暴露をは じめている。それ以後の晩年の雑文には残酷な白色テ

ロルの嵐の中にあって とぎす まされた曲筆が戦いの武器たる雑文の支柱 とな

ってゆ くのであ る。だか らそ うい う筆法を知 りそれをよりよく理解するため

には,魯 迅にこうい う筆法を しいて用いさせねぽな らなかった時代,社 会の

環境を知 らねばな らぬ。 しか しここではその歴史的叙述は省略 して,1930年

以後国民党独裁による暗黒政治がその敵対者たる革命的文化界に対 して加え

た圧迫 と白色テ ロルのあ りさまを記 してお くに とどめる。

1930年 に中国自由大同盟や中国左翼作家連盟がつ くられてか ら後の弾圧

は さらにむごい ものとなったが,そ れには二つの方法があった。ひとつは書

籍,新 聞雑誌の発禁,作 家の逮捕,書 店の閉鎖であ り,も うひとつはスパイ

やゴロツキを雇 って破壊活動を行ない,或 いは祖国 と人民にそむいて身を売

り渡 した三文文士を組織 して反革命の文学運動をお こす ことである。魯迅の
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言葉に よれば,こ うい うことになる。 「支配階級に属するいわゆる文学者は

腐 りきってい うところの芸術のための芸術 もデカダソの作品す ら書けな くな
● ● ● ● ■ ● ● ●o● ● ●

った。現在 のと ころ左翼文学 をお さえ られ るものは 中傷,圧 迫,拘 禁,殺 識

のほ か ない し,左 翼 作 家 に対 立 す る ものは ゴ ロ ツキ,ス パ イ,走 狗,死 刑 執

行 人 しか い ない 。」「新 聞,雑 誌,単 行 本 の発 禁 は 革 命 的 内容 の ものばか りで

な く,赤 表 紙 の本 や 作 家 が ロ シヤ 人 だ とい うので行 なわれた。 こ うしてセ ラ

フ ィモ ヴ ィチ,イ ワノ フ,オ グネ フは む ろん の こ と,チ エ ホ フ,ア ソ ドレー

エ フの あ る種 の 小説 す ら禁止 の リス トにのせ られ た。」 ソビエ トの ものはい

うまで もない。H.ZurMtihlenの 童話 の翻 訳 も行 なわ れ た。 した が って出

版 され る もの といえば算術 の教 科書かMr・CatとMissRoseの お し ゃべ り

位 しか 残 らな か った のであ る。 しか しそれ もまた 国民党 の 将軍 を 立腹 させ

た。動物 と植物 に 口が きけ て,そ の 上 ミス タ ー とか ミス とか い う言葉 で交際

す るな どとは人間の尊厳 を失墜 させ る ものだ とい うのであ る。新 らしい本 を

出す出版社は閉鎖 された。新規 に開店 したの もある。 しか しそれは読者 の眼

を政治斗争 か らそ らす文学であ って,ス チ ー ヴ ソソ ソや オ ス カ ー ・ワイル ド

の作品の原文対 照に よる翻訳だけだ った。他方では もとの主人公や店員を追

っぱ らって,こ っそ りと自分 らの い い な りに なる徒党に入れ かえた。 「この

書店は走 狗でい っぱいに な り,い か め しい 役 所 に 早変 りした 。役所 とい うと

ころは中国人の最 も怖れ る ところであ り,ひ ど く憎 む と ころ で あ る。 こん な

書 店へは暇 を もてあ ましてい る 走 狗のほか には 行 くものはいないだろ う。」

(「暗 黒 中国 の文 学 界 の現状 」・「二心集」)ま た進 歩 的 出版 社 や 映 画 会 社 の社

長 を脅す ため何や らい う名の結社 が企 業家に損害 をあたえ るため破壊的 な掠

奪を行 な った。 そ うい うわけで,「 上海 の 芸 華 映 画会 社 は さん ざんな破壊を

うけた。 よ く訓練 された一 団が呼子 に よって襲 いかか り,呼 子 で 停 止 し,呼

子 に よ り引 き上 げ て い った 。帰 りぎわには征伐に来 た理 由を記 した ビラを残

してい ったが,そ れ に よ る と会 社 が共 産 党 の た め利用 されたか らだ とい うこ

とだ った。破壊は書店に もひろが った。大規模 のばあいは集 団 して ドッと踏
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み こみ 片 っぽ しか ら打 ち こわ したが,小 規 模 の ときは 何 処 か らと もな く石が

とび こんで 来て シ ョウウ ィン ドーの二百 円もす るガ ラスを粉砕 したが,そ の

理 由は ほ か で もな い,会 社 が共 産 党 に 利 用 され た とい うことだ った。」(「中

国文 壇 上 の幽霊 」・「且 介亭 雑文」)

以上 の ほ か1933年11月 に は 「神 州 国光 」,「光 華 」,「良友 」 の出版 社や

多 くの 映 画館,劇 場 が 破 壊 され る し,新 聞 の 編 集 者 には 脅 迫状 が 舞 い こん

だ。 「出版 社を襲 うのが 最 も効 果あ る戦術 にな った。」,こ う魯迅 は政 府 の政

策 に対 し 自分 の考えを しめ くくってい る。 しか し 「数塊の石だけでは不足 の

嫌いがあ った。」 と権 力の危惧 を 指摘 してい る。それ で 「国民党 中央宣伝 委

員会は百四十九種 の本 を禁止 したが,そ のほ とん どは よ く売 れ る本 だ った。

む ろん禁止処分を うけたのは左翼作家の ものが大部分であ るが,訳 本 も禁 止

を くらった。 ゴ ー リキ イ,ル ナチ ャル ス キ イ … …ひ どい の にな るとメ ーテル

リソク,ソ ログ ー プ,ス トリ ン ドベ ル ク も禁 止 され た のであ る。」

出版界 には恐慌 がお きた。或 る ものは手持 ちの本を提 出 して焼 き捨 て る

し,或 る ものは 当 局 とか け あ って本 の一部で もいいか ら助け て もらお うと し

た。そ こで将来 のイザ コザを避 け るべ く日本に範を と り,予 め検 閲 す る方 法

を とる ことに な ったのであ る。「しか し,か れ らが 日本 に 範 を と った のは 誤

りであ った。 日本ではむ ろん階級斗争 を談ず るのは禁ぜ られてい る。だが世

界 に階級斗争がないな どとはい っていない。 ところが中国では世界 にはいわ

ゆ る階級斗争 なる ものは存在せず,あ る とい うの は マル クス の捏 造 にかかわ

るもので あ る。 したが って話す の も禁ず るのは真理 を 守 るためで ある。」 こ

の皮 肉は国民 党の フ ァシズ ムの暴露 に とどま らず,す べ て政 治 の権 力 を握 っ

て い る ものに共 通な本質 の暴露 とみて もいい。 こ うして,進 歩 的 な もの は 国

の 内外 の作 品 を とわず姿 を消す ことに なった。政治 の面におい ては絞首台に

送 られ るもの と送 る もの との間の戦 いは停止 され る どころか,さ らに激 し さ

を増 した 。 そ れ と同 じく文学 の面 において も進歩的文学 者は戦 いの武器 た る

筆 をお くことな く,あ らゆ る方 法 を つ くして よ り強 くよ り固 くその陣営 を結
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集 していった。そ してその先頭 に 立 っていたのは い うまで もな く魯迅であ

る。かれは この文章の最後 に 予言で もするよ うにこ うい っている。「しか し

実際上文学界の戦線はいやが うえに もはっきりしてきた。偽隔は長つづきし

ない,つ づいて起るのは またも新 らしき血膣い戦斗であろ う。」

以上 が 昨年 の 魯迅をとりまいていた社会情勢,文 学界のあ りさまだっ

た。「暗黒中国の文学界の現状」 と 「中国文壇 の 幽霊」か ら適当にひいてみ

た。 これだけの引用では雑であ り,不 足の感を免れないが,大 体の様子はつ

かめるだろ う。当時の時代,社 会につき歴史的な叙述を省き,魯 迅の原典か

ら引いたのは,狭 義の曲筆 との比較対照を考えたか らである。大体のところ

晩年の魯迅が狭義の曲筆を多 く用いたことは事実であるが,必 ず しもすべて

がそ うとはいえない。現に 「暗黒中国の文学界の現状」はアグネス ・スメ ド

レーの求めに応 じ アメ リカの進歩的雑誌NewMassesに 発表 したもので,

1931年 の ことである。「中国文壇上の幽霊」はChinato-day(現 代中国)の

第一巻第五期にのせたもので,後 に英文か ら ドイツ語 とフラソス語に訳され

て 「国際文学」に 掲載 された ことが 「且介亭雑文」の 附記に しるされてい

る。いずれ もファシ・化 した国民党を全世界に暴露するのを 目的として歯に

衣をきせず書いた ものであるか ら,い わゆ る狭義の曲筆は見あた らない。そ

れに反 して読者をして快哉を叫ば しめずにはおかない逆説 と反語,皮 肉にみ

ちている。 だか ら魯迅 は 晩年に 多 く狭義の曲筆を用いてい るとはいって も

実際は多種多様で,あ るものは偽装され隠蔽 されているが,あ るものは公然

として何の忌揮 もな く書かれているもの さえあ る。 これ は魯迅を通読 した

ものの誰 しも気づ くことである。どうして こうい う現象があ らわれているの

か。それは魯迅が戦 うために可能性 としてあるすべてのものを戦いのために

利用 したことか ら来ている。魯迅は合法的出版物にだけ物を書いたのではな

い,日 本,ア メリカなどの雑誌に も書いたし,国 内の非合法新聞雑誌に も書

いた。 また同 じく合法的な もので も内外の政治情勢の変化により,或 いは内

外の世論の圧力などにより検閲のきび しさに多少の手心が加え られた ことも
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ある。それか らまた検閲官の質の問題 もあろう。増 田渉先生宛魯迅の手紙に

よると,こ うい うの もある位である。 「検査官の中に頗 るモガが居 ます。 彼

の女達は僕の文章をわか らないで手を入れるか ら,や られるものは頗 る気持

がわ るい。上手な勇士は一刀で致命な処に中て敵を殺す。然るに彼の女達は

小刀を持って脊中や尻などの皮膚にち くち く刺すので血 が 出 て 体裁 もわる

い,け れ ども刺 され るものは中々たおれない,け れどもともか く気持がわる

いか ら困 ります。」(増 田渉著,魯 迅の印象,ミ リオ ン・ブ ヅクス,大 日本雄

弁講談社,183頁 。魯迅選集第13巻,岩 波書店,187頁 。)こ の種 の モダソ

ガールならぽ検閲も妙なところで きびしくなった り緩かになった りもす るだ

ろ う。役人や特高警察の無能な検閲官か らモガそれに魂を売 り渡 したとはい

いなが ら,検 閲にかけては有能な犬の文学者 もいたのだか ら検閲官のほ うも

多彩だったわけで,一 貫 して同程度のきびしさが維持 されていたわけではな

い。以上のような点か ら検閲規準の不統 一が生 じたのではあるまいか。

国民党は自己を暴露 し摘発す るものにたい しては,あ らゆ る支配者がそ

うであるように手段をえらばず,そ の口を封 じ筆をお らしめようとした。つ

まり小者が行なえば犯罪を構成す るが,政 治の権力老にとっては公然たるパ

テ ントとなる誹請,中 傷,買 収,脅 迫,検 閲,拘 禁,暴 行,殺 蓼1によったので

あ る。魯迅は唐張宛の書簡に書いてい る。「検閲官諸公が私の文章 を 削除す

るようになってか ら時久 しい。かれ らは私の名前を中国か ら駆逐 しょうと思

っているわけですが,お っとどっこい,そ の仕事 は 頗 る厄介です。」魯迅全

集,第10巻,人 民文学出版社,232頁)魯 迅は こうした環境でたびたび 「上

了鎌鍔的跳舞」とい う言葉 を 使 っている。 曹白宛の手紙や 増 田先生宛に も

「つ まり私達は皆な栓桔をはめてダソスをや って居るのだ。」 と書いている。

(魯迅全集,第10巻,人 民文学出版社,300頁,魯 迅選集,第13巻,岩 波書

店,190頁)し か し,そ れで もかれを沈黙させ ることはできなかった。厳重

な検閲の網の 目を くぐりぬけるための手段のひとつ となったのが狭義の曲筆

である。以下魯迅の曲筆による誠刺,逆 説,反 語などによる権力の暴露に焦
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点をおいて魯迅の雑文をみてみ よう。

第一一は国民党権力の暴露である。それを幾つかに分けてみてゆ くが,そ

のひとつは検閲 の 暴露である。「准風月談」の前記 と 「花辺文学」の序言は

この点では出色の文章であ り,い わゆ る序 とか前書きとかい うものを含む こ

とはむろんであるが,そ れ以上に 一個 の 雑文 として も逸品である。 魯迅は

「准風月談」の前記で,申 報の副刊の 「自由談」欄 の 編集者が 「国内の文豪

に呼びかけて,今 後ます ます風月を談 じていただこう」 とまでなった 「中華

民国建国二十二年」の時勢を暗示 し,「古暖簾 の 風月文豪を大張切 りに狂喜

せ しめた」 ことをあぽき,金 次第では どこへで もころぶ ような,さ もしい文

学者の媚態を しめすため,か って 「フェァプ レイ論」で創造 した狛の形象 を

再び用いて,「 文学スパイに しか なれない ぢ中ころでさえ,そ の貴い尻尾をま

きあげた」とい っている。 しか し魯迅はどんな題 目にせ よ,圏さまざまな観点

か ら論 じうるとして 「風雲(時 勢,社 会情勢の動き)を 談 じうるものは風月

をも談 じうる。風月を談ぜ よとあ らば風月を談 じましょう,依 然として貴命

に副い うるや否やは別として。」 と戦斗的姿勢を とっている。 魯迅はそれを

「学びて時に之を習 う」とい う試験問題 を 例にとって説明する。つ まり古代

のみを有難が っている遺少 と人力車夫の書いた答案 とでは まるで違 う。 また

兄弟で もその考 えは根本か らくい違っている,聖 人の柳下恵は砂糖水を見て

「老人に孝養をつ くせ る」 と思 うし,大 泥棒 の 舎弟盗妬は 「門のかんぬきを

はずせ る」 と考える。同 じく風月 を 談 じても,「 月白 く風清 し,こ の良夜を

如何せん」の風雅 さと 「月黒 くして殺人の夜,風 高 くして放火の天」の物騒

さを対比 しなが ら,「わが風月談 もついに物騒 な 話になって しまったが,決

して殺人放火を主張するわけではない。実のところ,「 もっと風月を談ず る」

を 「国事を談ず る勿れ」と 思い こむのは 誤 りである。」と例に よって逆説を

弄 し,「国事を漫談」す るのは一向に差支えない。「ただあ くまでも 「漫」で

なければな らぬ,矢 や石が誰かの鼻にあた らなければすむ,い ったい鼻 とい

うものは武器であ り,ま た看板で もあるか らだ。」この誰かは むろん 紳 ころ
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犬 の よ うに ご主人 に媚態を呈 しなが ら視覚に よらず嗅覚に よって検 閲官 の ソ

ア ーに坐 ってい る犬 の文学者 の ことであ り,当 時 の複 雑 な環境 下 に あ って 直

接 名 指 しがで きない まま暗示 にた よってい るのであ る。「かれ らは文壇 の 事

情 に精通 してお り純粋 の官僚みた いにバ カで もない。ち ょっとした誠 刺や一

句 の反語 もかな り理解で きた。そ れに,文 学 の筆 で検 閲す るの は創 作 よ り面

倒で ない。」(「中 国文 壇 上 の幽 霊 」,「且 介亭 雑 文 」)こ うい うこ とで レー ニ ソ

の い う 「イ ソップの言葉」 も無教 養な警察 の手先や バカな役人相手 とちが っ

てあ ま り有効で なか ったわけであ る。 しか し,悪 魔 の手 に も光 りの漏 れ る と

ころが あ り,法 に は抜 け 穴 が あ る とお り,検 閲 の網 の 目に も逃 れ る と ころが

あ る。検 閲の 目をかす め るた め魯迅が用いた文体 上の手法 は どの よ うな もの

だ ったか 。

「申報副刊 」の 「自由談」 の編集 者黎烈文 が 圧 迫を うけてそ のポス トか

ら締め出 され てか ら以後,魯 迅 は も う書 く義 務 が な くな ったわけだが,「 為

了 賭 『 」 で,手 を変 え品 を変 えて は 編集 者 を 愚弄 しは じめた。 このばあい原

文 の 「賭 『」であ るが,こ れ は ど うい う意 味 だ ろ う。岩 波版魯迅選集 に よる

と,「 何 しろ腹 が立 った ので 」 とあ る。 ロシヤ語訳 を 見た らH8YIIp}IMCTBa,

「固 執 僻 か ら」 とあ っ た 。 どち らも 正 しいだ ろ うが,「 何 糞!」 「何 を!」 と

い った語 気 の もので あ ろ う。 青木文 庫の魯迅選集 には この 「花 辺文学 」序 言

は の っていない。 とにか く魯迅は 「……文体 を変 え,筆 名 も変 え,原 稿 は人

に 写 して も らい,投 稿 して も らっ た 。新 ら しい 編 集者は誰 の筆 になる ものや

ら見分けがつかず,私 の ものは 相 変 らず 掲 載 され て いた。私は活動範囲をひ

ろげ て,他 の期 刊 に まで 執筆 す る よ うに さえなった のであ る。」(「花 辺文 学 」

序 言)魯 迅 は さ らに 書 いて い る。r1934年 と1935年 は 違 う。(魯 迅 は1935年

に 「花 辺 文学 」 の序 言 を 書 い て い る一 筆者)今 年 は 「天 皇 漫語 」(原 文 は

「閑和 皇帝 」,日 本 の 天 皇 裕仁 の こ とを書 い た もの,こ の た め 日本 か ら抗 議 が

あ った た め,こ の文 章 をのせ た 雑誌 は没 収 され,編 集 者 も処罰 され た)事 件

で 役所 の 書籍 新 聞 検 閲 所 が 突如 と して行 くえ不 明 とな り,七 人 の検 閲官 が ク
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ビになった。その時に新聞で削除された個所 も空白を残 しておいてよいこと

になったようだ。」検閲の緩和 された理由 を 魯迅は政治情勢の うちに見てい

る。つ まり日本軍による侵略の脅威であ り,ま たそれに よってひき起された

国内世論,言 論の自由を求める声である。 魯迅は さらに続けて 奴隷 の 文章

しか書けなかったことに 憤 りをこめていっている,「 しか し当時は(つ まり

1934年 筆者)ま るでひどか った。こういってもだめだ し,あ あいっても

うまくない,の みならず削除の個所を空白に してお くことは許されず,つ づ

けなければならない,口 をモグモグした ように曖昧で何を言っているや ら分

らぬといった責任は作者が負わねばな らぬ。こ うした明誹暗殺のもとで生き

なが らえ読者に まみえるものが奴隷の文章でな くて何であろ うか?」 官製思

想でなければ無思想の文章 しか存在 しなかった当時の中国における魯迅は環

境が悪化すればす るほど沈黙 と逃避 とは まるで逆の方向へ進み,ま す ます多

く雑文を書いたが,そ のカギは次の文章に よって明 らか となる。或る友人が

慨嘆 して,「 新聞に投稿す ると,ま っさきに編集者 が 何本かの骨をぬ く,つ

づいて編集長が骨をぬ く,そ して最後には検閲官が骨をぬ く。それではいっ

たい何が残るだろ う?」 魯迅はそれに 忠告 して,「 あ らか じめ 幾 らか骨をぬ

いてお く,で ないと残るべきものす ら残 らな くなる。」だか ら当時 は 思想性

あるものは 「削除 の 可能性 が 四回はあった ことになる」 と魯迅は書いてい

る。そ して更に国民党のテロ,検 閲がいかに凄 じかったかを生々と描 き出し

暴露す るために,「 現在は文天祥 と方孝儒 が 或 る人 々か らしき りと表彰され

ているではないか。幸いかれ らは宋明の人だった,も し現在に生きていたな

ら,そ の言行は誰にも知 られは しないのだ。」 といって,国 民党 の 弾圧が宋

明の時代を凌 ぐことを暗示 しているのである。こんな所に魯迅雑文の曲筆の

カギがある,序 や後書 きを軽 くあしらってはいけない。 この序ほどすば らし

い序 もあまりあるまい。 しか し惜 しいことに魯迅の検閲の暴露 も体系的に組

織 された一本 となることな しに終ったが,も し事情が許せば立派な 「国民党

検閲史」を書 き残 していたか もしれない。 さらに魯迅はつづける,「だか ら官
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許の骨のある文章のほか読者の読めるものは骨のない文章ばか りである。私

は清朝に生れ,も ともと奴隷の出身(異 民族の清朝か らみれば漢民族は奴隷

である一 筆者)で あるか ら,二 十五才以内の青年が生れなが らに して中華

民国の主人になっているのとは違 う,し か しかれ らは世間知 らずだか ら,た

また ま 「その所以を忘れて」 ゴツソと壁にぶっつかるよ うな 仕儀になる。」

共和国(?)に 生れ育った青年は当然に言論の自由を充分に享受しうる権利

をもつ もめ と心得ているはずだか ら,か れ ら世故に長けていない青年 に対す

る警告であろ う。 この 「世間知 らず」すなわち原文の 「不経世故」は深い含

蓄ある言葉である,同 じく 「忘其所以」 も味が深い。表 と裏,看 板 と中味,

光 と影の弁証法と同じように政治の行なわれている社会の本質,つ まり国家

権力の性質にかかわる問題を暗示 しているのだ。「私 の投稿 目的 は 発表にあ

るか らむろん骨を見せない ようにする,し たがって 「花辺」(レ ースのこと,

それよ りギザギザを表わ し,な お骨を暗示す る一 筆者)で 装飾されている

のは,き っと青年作家 よりも多いだろ う。だのに不思議にも削除を うけた個

所はかえって少ない。一年 に三篇だけである,い ま削除部分を全部補い例に

より黒点の印をつけておいた。「奏理斎夫人の事」の終 りは申報新聞社 の 編

集長,他 の二編は検閲官が削除した もの と私はみている。 ここにはかれ らの

異った気持があ らわれている。」 ここには 若い作家たちよりずっと多 く書 く

ことのできた理由が説明されている。つ まり,思 想を隠蔽す る曲筆の手法を

駆使 し,中 世 と現代を対比することにより言論抑圧にかけては,歴 代の専制

王朝よ りも現時の共和国の国民党のほ うが遙かに上手であることを読者に訴

えるとともに後進の若い作家たちにいかに して検閲の網の目を くぐるかを教

えてい るのである。また魯迅が雑文集を一冊にまとめた時,そ の時々の筆名

をそのままのせ,検 閲による削除部分は もと通 りに復活 して黒点をつけ,そ

の所在を明らかに したことは魯迅の書いたものを研究す るばあい重要な手が

か りとなる。削除個所の復元によりまず第一に原形のまま読めること,第 二

に削除個所を知 りうること,第 三に削除の手を加えた ものが編集者か編集長
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かそれ とも検閲官であつたかがほぼわかる。第四に魯迅 自身が自ら抜いた骨

をも推測 しうる,つ まり四回にわた る削除の過程を知 ることができるのであ

る。「語句 が 多少の修正を うけ,禁 句が若干削 られていても意味のほ うは充

分つなが るのは編集者の手になるものであ る。 もしもでた らめに改削 し文の

脈絡 も意味 もお構いな しといったものは官製 の 文章である。」(「准風月談」

前記)そ こで前に も引いた よ うに 「秦理斎夫人の事」の終 りは編集長が削除

したが,他 の二篇は検閲官が削除したことになる(「花辺文学」序言)。 ここ

でい う他の二篇 とは何か。「花辺文学」中削除を うけているのは,「 秦理斎夫

人の事」のほかには 「過年」(日 訳すれぽ 「正月」)と 「迎神和咬人」(「神を

迎えることと人を咬む こと)の 二篇であ る。 この後の二篇すなわち削除の結

果欽定の文章 と化 したものを具体的にしらべてみ よう。

正月中 も休刊 しない新聞上には,い ろいろ感慨 も載った。 しか し,感 慨

のみである。結局,事 実には勝てない。若干の英雄的な作家たちは,人 を一

年中発奮 させ,悲 憤 させ,記 念させた。だが,さ せただけだ。結局事実には

勝てない。中国には哀 しむべ き記念があまりに も多い。 これは例のことなが

ら少な くとも沈黙すべきである。また喜ぶべ き記念 も少ない とはいえぬ。 し

か し 「反動分子(南 京政府に対 して反動的なもので主 として共産党を指す)
● ● ● ●

が機 に乗 じて騒 ぎを お こす」恐れ があ るか ら,人 々の気 勢 も揚 らない 。

… …(魯 迅 選 集 ,第10巻,185頁,岩 波 書 店)

このパラグラフで削除部分の原文は次の とお り,然 而又粕有"反 動分子

乗機揚乱",所 以大家的高興也不能発揚。 したが って 翻訳は 「反動分子が」

としたほ うが よいのではないか。空白が許されず,わ けのわか らぬ文章 とし

て続け るためにはこうすべきであ る。
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人 を一年 中悲憤 させ,労 働 させ る英雄 た ち は,き まっ て 自分 では全 く悲

憤 と労 働 を知 らない人物 であ る。実際上,悲 憤 す る もの や労 働 す る もの は,

時 々休息 と娯 楽 を必 要 とす る。 古代 エジプ トの奴隷 たち も,時 には 冷 然 と一

笑 す る ことが で きた。 これは一切 を蔑視す る笑 いであ る。 この笑 いの意義 を

解 しない ものは,た だ 主 人 と,自 ら奴 隷 の 生活 に安 ん じ,労 働 が割 に少 な く

て,し か も悲憤 を 失 っ た と ころの奴 隷だけ であ る。

私 は旧正月を しな くな ってか らも う二十三年 にな るが,こ ん どは三 晩 も

つづ け て爆 竹 を打 ちあげ,隣 りの 外 国人 を も 「シ ー ッ」 といわせ た。だが こ

れ は爆竹 と共に私の一年 を通 じてのせ めて もの楽 しさであ った。(魯 迅 選 集,

第10巻,185頁,岩 波 書 店)

この訳文には奴隷 とい う言葉が三回出て くるが,原 文では最初のは 「奴

隷」,後 の二回のは 「奴才」であるか ら,「 エジプ トの奴隷たち」は 「エジプ

トの奴隷の生活に安んぜざる奴隷たち」 としたほ うが文学的ではないか もし

れないが,魯 迅の意に副 うだろ う。 また 「主人」 とい う訳が出ているが,こ

の原文は 「主子」だか らむ しろ 「ご主人」 と敬す ることにより椰楡 したな ら

ば 「主子」の意味の味がでるのではないか。なぜな ら奴隷には奴才が対す る

ように主人には主子が対 し,奴 隷はその分に安んぜざるドレイ,奴 才はその

分に安ん じてご主人に従順 な ドレイのことであ り,主 子は主人 と異 って軽蔑

や憎 しみの語気を もつ言葉だか らである。 もっともこの意見には反論がある

か もしれない。たとえば 「"民族主義文学"の 任務 と運命」などには 「主子」

といって もよい と思われ るところに 「主人」が使 ってある。 しか しそれは犬

に対 しての言葉であ り,「奴才」に対す るものではない。「奴才」に対 しては

やは り 「主子」が用い られているρ翻訳にかんす る私の意見はこの ぐらいに

して,魯 迅の文章の 削除された 個所 にもどる。「正月」の 「反動分子」は魯

迅一流の敵の用語をそのまま用いて敵にお返 しす る方法であるか ら,こ うい

う用法が敵を激怒せ しめ削除させた ことは言をまたない。後の 「神を迎える
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ことと人を咬む こと」の 「人を一年中悲憤 させ,労 働せざる英雄たち」とは

むろん蒋介石を頭 とす る国民政府の権力集団及びその手先たちを指す。かれ

らは 日本の侵略に対 して徒 らに口に抗戦を となえ,実 際は投降政策を とって

いた 「奴才」であった。かれ らは この魯迅の文章によって心臓に七首を投げ

つけ られた も同然なのだ。かれ らは切歯拓腕 し文章の相関性 もへった くれ も

な く一刀両断のもとに 「奴隷の文章」を斬 って捨てたのである。 こ うして,

日本では削除の個所を ××で示すのに 「中国では空白を許さず必ず続けてお

くか ら読者の眼には完全な文章のよ うに うつ り,た だ作者が意味のわか らな

い,お か しなことをいっているよ うにみえる。 この種の支離滅裂なことをい

って読者の前 に現われ るもののなかにはフリーチ ェやルナチャルスキイです

ら入 らざるをえないのであ る。」(「中国文壇上の幽霊」,「且介亭雑文」)と い

うことになったのである。

「花辺文学」六十二篇の うち削除を うけたもの 三篇 とい う結果か らみれ

ば魯迅の検閲の網の目を くぐる手腕 も大成功 といっていい。 しか し,ま た曲

筆なるがゆえに 読者に真意を 伝ええぬ 惧れある文章 もあ る。 た とえぽ 「倒

提」(逆 さにさげる)が そ うである。 この雑文は,外 国帝国主義 の 圧迫下に

ある中国人 も,組 織 され反抗すれぽその運命は必ず しも厨房に送 りこまれて

西洋人の会席料理にされると限 ったものではない ことを訴えているものであ

る。 しか し文章の始めのほ うをみれぽ筆者がいかに も帝国主義者を弁護 して

お り,外 国人の利害のため立ち働 らく買弁の ようにみえる。

また 「南腔北調集」の 「中国の女の足か ら中国人の中庸でない ことを推

定 し,さ らにそれより孔子が 胃病だった ことを推定す る」一 「学匪」派考

古学の とい うおそろ しく長い題の雑文 も誤解された り真意を くみ とりに

くい個所があ る。 この文章は一見す ると纒足の考古学を論 じているようにみ

せている。だが ここでも魯迅はその偽装を とお して現実の諸問題を論 じてい

るのである。次の文章をみ よう。

「ところで甚だ不思議なことには,な ぜか知 らぬが,(自 ら按ず るに,こ
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こはい ささか学 者的態 度 を 失 ってい るよ うだが),女 士 た ちは 足 に対 して,

尖 らす だ け で は まだ足 らず,更 に これ に強 制 して 「小 さ く」 させは じめ,最

高 の模 範 と して,三 寸 を 基 準 に す るに 至 った ので あ る。 こ うす れぽ,利 履 と
り し

先 の四角 い履 との二通 り買 う必要はな く,経 済 的 な見 地 か らす れ ば,悪 い と

は い えな い が,衛 生 的 な見 地 か らす れ ば,い さ さか 「行 き過 ぎ」 な るを免 れ

ず,言 葉 を換 え てい えぽ,つ ま り 「極 端 に 走 って 」 い る。」 と纒足論 を くり

ひろげ なが らひ ょい と核心 に入 ってゆ く。

「わが中華 民族 はつね に 自 ら 「中庸」を愛 し,「 中庸 」 を行 な う人 民 を も

って 任 じてい るが,実 は頗 る過 激 な ところが 多 い よ うであ る。 た とえぽ敵 に

対 す る場 合で もそ うだ。時には圧服 しただけ では足 らず,更 に 「悪 を 除 い て

尽 さん こ とを務 め」 る し,殺 して しま うだけ では 足 らず,更 に 「肉を食 い皮

に寝 」 よ うとす る。 ところが また時には 「侵略者がはい って来 るな ら,い く

らで もは い って来 させ るが よい。彼 らは十万 の中国人を殺 すか も知れぬ◎大

した ことはない。中国人はい くらで もい るのだか ら,我 々は 更 に人 間 を く り

出 す まで だ」(当 時 日本 軍 の侵 略 に対 して,一 一面抵 抗,一 面 平 和 を 主 張 した

国 民党 の説)と い うまで に謙 虚 な こ と もあ る。 これ は本当 に馬鹿 なのか,そ

れ と も馬 鹿 作 りを してい るの か,我 々には 全 く見 当 が つ きか ね る。 しか して

女 の足 は特 にそ の一つの鉄証であ る。……」(魯 迅 選 集,第9巻,73-74頁,

岩 波 書 店)

前 に も訳 文 の こ とで一 言 したつ いで に,こ の 訳文 につ い て もい うこ とが

あ る。73頁 の下 段 終 りか ら2行 目の 「多 い よ うで あ る」 は 「多いのだ」であ

る。原文が 「其実是頗 不免干過激的」 とあ る以上,「 実 は 過 激 す ぎ る こ とが

多 い の だ」(青 木文 庫,魯 迅 選 集,雑 感 集3,51頁)の ほ うが正 しい,「 的 」

で 断定 して い るので あ っ て,「 よ うで あ る」 とは な らな い。 また岩波版74頁

の 「これ は 本 当 に 馬 鹿 な のか,そ れ と も馬 鹿 作 りを して い るのか,」 とい う

の は全 く見 当 が つ きか ね る。原文は 「這真教 人会猜不 出是真擬還 是假 呆」だ

か ら 「馬鹿作 り」 とい うのは見当ちが いでは ないのか。青木文庫版 の 「こ う
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な ると,ま った く,本 当に痴 呆なのか,馬 鹿を装っているのか見当がつかな

くなる」(51頁)の ほ うが正 しい。

とにか く翻訳についてはそれ まで として,こ の文章は女の足の考古学に

ことよせ,ま た孔子の中庸論でごまか しなが ら,国 民党の 「無抵抗」と日本

軍の侵略を暴露 しているわけだが,そ れだけに とどまらない。判 りに くいの

はその後の文章である。魯迅は どうして孔子の胃病だ った ことを証明す るた

め,こ の研究を しているのか とい うことである。孔子の胃病にかんす る行は

多いが,そ れは胃病 の 研究 を 目的 としたものであろ うか。そ うではあるま

い。大体 この雑文の真の目的は国民党,日 本の軍事侵略,そ れにアメリカ帝

国主義の経済的侵略をあば くのを 目的に している。それは魯迅雑文にしば し

ぽ 「花旗」(星 条旗のこと一 筆者)と い う言葉が出て くること,更 に 「故

事新編」の 「理水」などか らみて も 「花旗」がアメリカ帝国主義の象徴 とし

て用い られていることは明 らかであ る。 「か りに こういった とす る。 家にば

か りいて,あ まり出歩かぬ人 々な らば胃病にかか り易いであろ うが,孔 子は

諸国を歴遊 し,王 公に運動 して廻ったのだか ら,病 気にかか らずにすんだは

ずだ と。それ こそ今を知 りて古を知 らぬ錯誤を犯 している。けだ レ,当 時は

まだメリケソ粉は輸入 されてお らず,本 国製の麦粉には,砂 が沢山 まじって

いたか ら,目 方が今 日の粉 より重かった。……胃は墜下 して大 き くな り,消

化力はそれ と共 に 減少 して,し ょっちゅう痛んだろ う。」この文章を読めぽ

アメリカ製の小麦粉が美味で衛生的で健康によいためその輸入は中国人民に

幸福をもた らし胃病を少な くさせた ようにみえる。つ まり魯迅はアメリカ製

小麦粉の輸入を歓迎 しているかのようだ。 ところが 実際はちが う,1933年

国民政府がアメリカと結んだ綿麦借款は中国経済にとって破滅的だったと同

時に蒋介石を頭 とす る蒋宋孔陳の四大家族に人民を犠牲に した上で大儲けを

させたのであるか ら,事 実は全 く反対である。魯迅は偽装の手法を使いなが

らちょっぴ りと 「花旗」つま り星条旗をもってアメリカ帝国主義をのぞかせ

てい るのだ。だか らこの 「花旗」とい う一語はこのぼあい重要な役割を果 し
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てい るわ けで,こ の 言葉 を訳 さず にた だ 「メ リケ ン粉」 と訳 してい る岩 波版

魯迅選集 は重大 な錯誤を犯 してい る。 メ リケ ンは アメ リカ ソの意味だか らア

メ リカ を 入れな くて もよい とい う議論 はな りたた ない,ア メ リカ を 入 れ な

くて は この文 章 の 意味 はな くな って しま うのであ る。 その点 青木文庫本 は

「花 旗 の」 とな ってい る。岩 波版は 「日本語 に よる唯一の定本 であ り,最 大
ア メ リカ

の魯迅集である」そ うである。唯一の定本 とは改悪本のことか。必要な個所

を引用 しただけで もこれだけ誤訳がある。仔細に しらべた らもっとあるか も

しれない。「唯一の定本」に これほど 誤 りが多いのに 気づかなかった 日本の

中国語学者,中 国文学者は迂澗だった。それ とも知っていなが ら知 らない素

振 りを していたのか。 とにか くわれわれの責任は免れがたい。翻訳について

は ついでだか ら ロシヤ語訳本 もしらべてみた ら,「 アメリカの」 となってい

る。 こうなると 「日本語による唯一 の 定本」は 「ロシヤ語に よる唯一 の 定

本」に も劣 ることになるだろ う。なぜな らそれは単に一字一句の問題ではな

く,ま た 日本語 として美文であるか どうかの問題で もない,そ れは魯迅の読

み方の問題であ り,解 釈の しかたの問題であ り,魯 迅にたいす る姿勢の問題

にかかわって くるか らだ。

以上の ような次第で魯迅の文章は敵に も味方にも誤解を まねきやすい所

があ る。 ところで本題の検閲の暴露に もどろ う。 メリケ ン粉の次にはこんな

文章がある。

「三月一 日 『大晩報』(上 海 の 新聞)に 載 った記事にい う,「孫総理夫人
ス ン

宋慶齢女士は帰国後,上 海に住んで以来,政 治方面に関 しては一切関与 しな
ス ンチ ン リン

くな ったが,た だ社会団体の組織については非常に熱心であ る。本紙の記者

が得たニユースによれば,一 昨 日郵便局 を 通 じて宋女士あてに強請 の 信ロ
ス ン

(自 ら按ず るに,原 文一字欠 く)を 送 ったものがあ り,す でに 本市当局 より

郵便局検閲所の検閲官を派遣 して取調を行ない,直 ちに強請の手紙を押収 し

て,市 政府 に 報告 した。」 これを読んで も,総 理未亡人宋女士の信書 といえ
ス ン

ども,常 に郵便局で当局か ら派遣 された役人に よって検閲されていると推定
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す るのは,絶 対に禁物である。」

この翻訳で も 「強請 の 信□(自 ら按ず るに,原 文一字欠 く)」の 次 に

「通」が入 るのではなかろ うか。原文は 「致宋女士之索詐信□(自 按:原 訣)

件,… …」 とあ る。「信」は手紙,書 信だか ら強請の手紙或いは青木文庫版 の

ように強迫状 とすべ きだろ う。強迫状何通の意味と解すべ きである。 またた

だの 「信」では 日本語になるまい。ここにも国民党の検閲の暴露があるが,

うっか りす ると見過 して しま う。

更に検閲の暴露の例として 「夢の話をきく」がある。 これはフロイ トの

夢の分析を語 りなが ら言論 の 抑圧 について語 っているもので,「 東方雑誌」

の 「新年の夢想」欄の批評である。 この欄には百四十余人の回答が よせ られ

たが,そ の問いとい うのは,「 夢にみ る未来 の 中国」 と 「個人生活」であっ

た。 これに こたえたイ ンテ リの多 くは,生 活の不安定を感 じ,将 来のよりよ

き社会を夢想 したが軌道はずれで,実 現不可能である。 魯迅によると,「 一

見 どんなに載道であっても,将 来のよき社会のため 「宣伝」す る意思はもっ

ていない。」だか ら 「そ うした社会を建設す る以前 の 階級闘争,白 色テロ,

爆破,虐 殺,鼻 の中に唐辛子水を注ぎ込む こと,電 気椅子……を夢みた人は

非常に少なか った。」魯迅選集,第9巻,46頁,岩 波書店)の であ る。 しか

し 「この 「夢」の世界を実現させ よ うと思 っている人はい るのだ。彼 らは口

に出して言わないで,実 行す る。将来を夢みなが ら,そ うした将来に到達す

るための現在に力を尽 してい る。」 と暗に中国共産党 や 紅軍を指 している。

ところで ここで 大事なのは,「 宣伝」す る意思さえない 「空っぽの夢」でさ

え検閲によって削除されてい ることだ。 この文章の冒頭の 「夢をみ るのは,

自由だが,夢 の話 となると不 自由だ。夢をみ るのは,ほ ん との夢を見 るのだ

が,夢 の話 とな ると,嘘 にな りかねない。」 とい う言葉 は 検閲官による検閲

以前の筆者 自身による検閲(?)を 指す ものではないか。また編集者は編集

老な りに 「言論が不自由だか ら,夢 の話で もした方が ましだ,そ して真実 と

称す る嘘を語 るよりも,夢 の真実を語 った方がましだ と考えたのにちがいな
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い。」 ところが 「単に夢を見るだけな ら大 したことはないが,そ れを 話 した

り,質 問 した り,分 析 した りす るとなると,タ ダではす まな くな る。編集者

はそ こまで考えていなか った。そ こで出会い頭 に資本家とぶつか り朱筆を入

れ られたわけだ。」 この ように 当時の 中国の検閲機構をあぽきだ している。

つ まり筆者,編 集者,検 閲官の三段階による削除の過程を暴露 しているので

ある。

ここに引用 した訳文に も疑問 の 個所がある,「爆破」 とい う訳語が出て

くるが,原 文は 「轟炸」である,だ か ら 「爆撃」とい うべ きだろ う,「爆撃」

をなぜ しいて 「爆破」といいかえねばならないのか。そ うせねばならない文

学的必要性で もあったのか。中国語の教師であって中国文学者でない私には

その辺の理由がわか らない。 もっとも 「轟炸」を 「爆破」 と訳 しているのは

岩波版魯迅選集だけではなく,青 木文庫本 も同 じである。 これでみ ると,岩

波版は青木文庫版 と誤ちは 同 じうして 正 しいのを 改悪 して いるようにみえ

る。「爆破」でな く 「爆撃」でなければならぬ 理由は 「轟炸」 とい う中国語

の語義ばか りに よるのではない。国民党の権力者は 日本軍の侵略には無抵抗

であ りなが ら国内の少数民族や共産党にたい しては猛威を逞 しうしていたの

だか ら,日 本軍の進攻には反撃 しな くても,共 産党の支配する地域つ まり解

放区(国 民政府か らみれぽ匪賊地区)は 無差別爆撃 して人民を殺傷 していた

のである。だか ら 「階級闘争,白 色テロ,爆 撃,虐 殺,… …」 とならねば,

その後につづ く 「口に出 して言わないで,実 行する」人 々つ まり中国共産党

や紅軍 との対比の妙をなさないはずであ り,.魯 迅の意図に反す ることになる

だろ う。

次に国民党治下における中国の監獄と酷刑の暴露に移ろ う。

魯迅は1930年 代か ら監獄や禁鋼,酷 刑,殺 職などの問題 の 暴露をは じ

めているが,監 獄を題にした雑文は 「中国の監獄について」である。 この文

章は 日本の雑誌 「改造」に日本語でのせたものだが,や は りひね くれた書き

っぶ りである。宋清の文明の発展か ら筆をおこして監獄の進歩発展を論 じ,



魯 迅 の 曲 筆 と 暴 露 (45)

表面は穏健そ うにみえる。だが ここで も魯迅は監獄で行 なわれる暴力 と拷問

を明るみに引き出 している。清がフラソスに敗れてか らは造兵工場を建てる

よ うにな り,日 清戦争に敗れてか らは学校をたてるよ うになった。 ところが

学生は今の 日本のよ うに年 々騒動をお こすよ うになったので,清 朝が倒れて

以後国民党が政権を握 ってか らは,そ の誤 りを悟 って,大 いに監獄をつ くる

よ りほか方法はな くなった。 こ うい う前書きか ら(「今の 日本のように」と魯

迅はいっていない)本 題に入 って,中 国の監獄の文明式な進歩を跡づけ,現

在の国民党支配下の仁政による監獄の進歩完成ぶ りを語 りなが ら,そ の欠陥

に眼を向けている。新 らしい監獄が旧式の仏教を手本 とした地獄的なものと

はちが うとはいいなが らも,ヨ ーロッパのそれ とは本質的に異なること.をニ

ユーラン夫妻の絶食で暴露 している。ニユーラン夫妻は欧米なみに絶食で抗

議 した ところ,一 一向 に 効果をあげ られなかった。「自分か らたべないのだか

ら,ほ かの者 と何のかかわ りがあろ う?仁 政 とは無関係のみな らず,食 糧

節約にな り監獄にとっては もうけ ものである。ガ ソジーのお箱 も所をまちが

えると一向に効 き目はな くなるのだ。」旧式 の 監獄が禁鋼するだけでな く地

獄の苦 しみを味あわせるにとどまらず,親 類縁者か ら搾 り取 って貧乏にした

のに対比 して,新 らしい文明式監獄では洗面,入 浴をゆるし,御 飯の量 も割

引してはならん とい う命令も出す位だか ら大 した仁政で囚人は幸福だ,と 魯

迅はい う。 しか も一年に一回は家へ帰 して性の問題を解決させてやるべ しと

い う人道的な お役人 もあった。 「世帯 も許す とした ら今のよ うな洪水,磯

饒,戦 争,テ ロの時でな くても転居願を出す人々は決してない ともかぎらな

い。そ こで虐待は必要 となるのである。」新 らしく進歩 した文明式 の 監獄の

裏側に虐待の存在を示 した魯迅は最後に仁政ある国民党の監獄の真の姿を暴

露す る。「しかし,こ んなに完壁 に 近い監獄にもまだ欠点はある。今 まで思

想上の ことに 対 してはあ まり気をつけないできた。」 とその思想的側面に眼

をむけ,か れ らが 「反省院」 とい う特殊監獄をつ くって共産主義者を教育 し

ている事実を暴露する。 す なわち,「 私は まだその中に入 って 反省 した こと
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はないか ら詳 しいことは知 らないが,と にか く囚人に時折三民主義を聞か し

て,自 分の誤 りを反省 させているらしい。その うえ共産主義排撃の論文も書

かねぽならない とい う。 もし書きた くな く,或 いは書けなか ったなら一生反

省 しなければな らないが,書 いて も満足な ものでなけれぼやは り死ぬ まで反

省 しなけれぽな らない。今のところ,入 るもの もあれぽ出るものもあるが,

反省院を もっと建 てるそ うだか らやは り入る方が多 いのだろ う。出て来た試

験ずみの良民には稀に会 うこともあるが,大 抵は萎れていて,恐 らくは反省

と卒業論文に力を使い果 したのであろ う。その前途は無望の方である。」

この文章ではいわゆる狭い意味での曲筆を用いずに拷問や監獄をあばい

ているとはいって も,国 民党の残虐な拷問については直接ふれていない。そ

れを直接あぼけるよ うな時勢ではなかったが,そ れでもあらゆる方法をつ く

し,そ れを成 しとげ ようとは している。そのため魯迅は歴史を重視 し,日 本

や中国の拷問を具体的に記 し,そ れか らかれの時代の中国の拷問を明るみに

出 している。 それを われわれは 「電気 の利害」,「病後雑談」,「深夜にしる

す」などにみ ることができる。 日本の徳川幕府時代におけるキ リシタソ拷問

のさまを 「切利支丹殉教記」か らとって,教 徒を温泉の傍へひきたて熱湯を

全身にかけた り,周 囲に火を燃や して じっくりと火あぶ りに して虐殺する。

それか ら中国に移 り,唐 代小説か ら例を とって,周 囲に火をたいてあぶ り,

喉がかわ くと醤油や酢をのませ る。 これを魯迅は 日本 よりも一歩進んだ方法

だ といい,「 現在お役所で容疑者 を 拷問す るのに,唐 が らしを煎 じてその汁

を鼻孔に注ぎこむのがある,こ れは唐代か ら伝 っている方法 らしいが,古 今

の英雄の見るところは同じとみえる。」 こうして現代の英雄 は 反省院におい

て共産党員及びその容疑者の鼻か ら唐が らし汁を注ぎこんで肺の中まで流れ

こませては,不 治の症状に致 らしめる。

さらには電気刑具により失神 させ,蘇 生す るとまた刑具をかけ る,こ れ

を七八回や られるとた とい死を免れえて も歯は ぐらぐら,神 経 も鈍 くなって

元通 りにはなれない。 この 「電気の利害」以前でも魯迅雑文のあちこちには
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歴 史的事実を借 りて国民党の拷問虐殺を課するものはあるが,魯 迅が これ以

後 ます ます執念深いほどこのテーマ を 書きつづけてゆ くことは,「 且介亭雑

文」を見れぽ明 らかで,正 にそれ こそ国民党の言論抑圧,出 版物の削除,発

禁,没 収,検 閲,拷 問,虐 殺等々の暴露の集大成 とみなしてもよい ぐらいで

ある。

魯迅が 「且介亭雑文」において曲筆を用いなが ら国民党の暴虐を暴露 し

ている一つの方法はいわゆる借古誠今の中国の伝統的な筆法である。 これは

まず第一に 「病後雑談」及び 「病後雑談の余」にあ らわれ る。そ して これ ま

た例によって短刀直入本題に入ることをせず,一 通 り廻 り道をする。つま り

本題の 「野史」研究をとお し,明 清をもって現在の国民党を誠刺 し暴露する

とい う本題の前に,病 気にかかるのは一種の幸福だ,し か しそれは命に別条

な く,多 少金を もっていることが俗人た らず して雅人たるの条件な りといっ

た ことか ら,本 を読む ことを思いたち,曲 折を経て,つ いに明末清初の野史

に辿 りつ く。 しか しこの雑文は最初の五分の一をのこして他の五分の四は有

能な検閲官により削除の斧鍼を加え られ,野 史にたど りつ く前の個所で斬 ら

れて しまった。つ ま り魯迅の曲筆 もこのばあいは失敗に終った ことになる。

検閲の網の 目を くぐれなか っただけに気迫濫れ るものであ り,晩 年の力作で

あって,「 電気 の 利害」などの到底及びあたわぬものとなっている。増田渉

先生あて魯迅の書簡には 「病後雑談」にかん しこ う書いてある。

「私は時々雑誌などに書きますが,検 査官 に 消されて滅茶 々々。支那に

は 日本 と違 って検査 してか ら印刷に付すのです。来年か らはこの検査官 らと

一戦 しょうか と思 って居 ます。」 一九三四年十二月二十九 日(魯 迅の印象,

増田渉著,182頁,ミ リオソブックス)

「二月号には僕の 「病後雑談」が出るはつで,そ れは原文の五分の一,あ

との五分の四は皆な検査官に消されたのです。つ まり拙作の首です。」 一九

三五年一月二九五 日夜(同 上,183頁)

「三月号の 「文学」に叉私のものを一つ出します。矢張 り大にけされ まし
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たが併 し二月号の様にひど くはない。夏頃になった らけされた文句を皆な入

れて一冊の何 とか集を由そ うか と思 って居 ます。」 一九三五年二月二十七 日

(同上,186頁)

「文学」三月号に出された拙文 も大に胴削されて居 る。つ まり今 の 国民

党の遺方は満洲朝(清 朝)と そ う違はない,或 は満洲人 もあの時漢人か らこ

んな方法を教へ(ラ レ)た のか も知れない。去年六月以来,出 版物に対す る

圧迫は段 々ひどくな り,出 版屋 も大に困って居 り(ル)。 新 らしい青年作家

の創作に対する圧迫が殊にひどく関係あるの所を全 くけされて,カ ラだけ残

こる事屡 々あ り,こ んな有様を くわしく,わ か らなければ,日 本で 「中国文

学」を研究する事は随分隔膜に(ヲ)免 れないだろ う。つ まり私達は皆な権i

楷をはめてダンスをやって居 るのだ。

併 し私は近い内に昨年の雑文をあつめて,け された処,禁 止された もの

を皆な入れて出版す るつ もりです。」 一九三五年四月五 日(同 上,189頁)

以上の書簡によってわかるよ うに 「病後雑談」 も 「病後雑談の余」 も滅

茶苦茶な削除を うけたが,そ れを うめてまたも出そ うとしているし,さ らに

「来年は一戦 しよう」 と執念をもや している。 そ して輝か しい 雑文のひとつ

「深夜に しるす」を死ぬ年の1936年 に書いて最後の息をひきとるまで国民党

の弾圧 と暴虐をあばきつづけたのだ った。「病後雑談」と 「病後雑談 の余 」

は明末清初の野史 「蜀碧」,「蜀亀鑑」,「安竜逸史」,「翁山文外」,「聞漁間間

録」,「立斎間録」,「永楽実録」などの容易に入手 しがたい禁書に載るところ

の皇帝その他政治の権力者の拷問,殺 致の残酷さ,禁 書,改 ざんぶ りを詳細

に述ぺ,官 製の欽定歴史がいかに真実を歪 曲しているか,し たがって正 しい

,歴史を知 るためには 「明人,清 人 あるいは 今人 の 野史な り筆記」を読む こ

と,こ れを遺言のひ とつに している。紙数 も限 りあるので,こ の雑文の内容

を仔細に検討する余裕はないが,一 言に していえぽ中国酷刑史略 とで もい う

ものである。周漢時代 の 宮刑,幽 閉,明 の 永楽帝の皮剥ぎの刑,清 朝の滅

族,凌 遅などにわた り,r医 学 と残酷な刑罰 とは,ど ち らも生理学 と 解剖学
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の知識を必要 とす る。ところで中国は実に不思議な国である。固有の医書に

ある人体五臓の図は,ま った くいい加減な間違いだ らけで,見 られた もので

はないのに,残 虐 な 刑罰 の 方法となると,古 人はと うの昔に現代の科学を

知っていたのか と思われることが往 々に してある。」(魯 迅選集,第 十一巻,

102頁,岩 波書店)と いって,歴 代の権力者の(国 民党の権力集団を も含め

ることはむろんである)酷 刑に対す る科学的知識の豊富 さを椰楡 している。

ところでこれ らの雑文が読者に訴える温れるばか りの気力の充実さ気迫の鋭

さはいったい何処か らくるか,そ のよって来 る所以について一言 しょう。詮

じつめていえば これが魯迅の遺書の一部をな しているとい うことか ら来てい

るのである。 少な くとも1934年 代の魯迅の心底には 死の予想があった。そ

れは 「且介亭雑文」においてその他の雑文集 よりもず っと多 く死 とい う言葉

が出て くるぼか りではない。五十才をすでに こして,し か も西洋人ならぽ五

年前に死んでいるとい う医者の診断をきか されていた魯迅は,社 交辞令や弱

味をみせて敵を喜ぽせないために死を語 るぽあいも冗談に まぎ らわ せ てい

る。現に 「病後雑談」の最後には 「これを書いている時,病 気は まあ好 くな

って,遺 書を書 く必要はない。」 といっている。だが これはそのまま受け とれ

ない。 また友人への書簡にも,た とえば増田先生宛のものを見て も,病 気は

大 したことがない ように書いてある。いずれ も本音ではない,そ の理由は前

述の とお りである。魯迅の書いたものの うち最も遺書 らしいのは 「死」であ

るが,そ れには こうい う文章がある。「最近十年 の 間に友人の死のため文章

を書いたことはあるが,自 分のことは全 く考えなか った よ うだ。 この二年来

病気をすることが特に多 く,病 気になるとそれがわ りと長い。そ うい うこと

か ら年令を思 うことしば しぽである。むろん他面では或 る作者たちの好感,

或いは悪意の筆による サジェスチ ョン もあるが。」それで 「早 く仕事を しな

ければ」 とい う考えにな り,「今年 の 大病では じめてはっき りと死の予想が

おきた」のである。そればか りではない。死後の肉体の処理 まで心配 してい

るのである。「荘生(荘 子)は 「上にあっては鳥鳶 に 食われ,下 にあっては
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蟻 蜷(け らと蟻)に 食 わ る」,死 後 の 身 体 は,ど うな ろ うとか まった こ とで

は な い,ど のみ ち,結 果 は 同 じな のだ か ら,と 考 え た。

私 は,そ れ ほ ど闊 達 には なれ ない 。か りに私 の血や 肉を動物 に食わせ な

けれぽな らない とした ら,ど うか 獅子 や虎 や 鷹 や 隼 に食 わせ たい。か さか き
はやぶさ

犬 どもには,一 片 た りと もや りた くな い 。」(魯 迅 選 集,第 十 二 巻,81-82頁,

岩 波 書店)ま た こ うも い って い る,「 毒 な きは 丈夫 に あ らず,こ れ を 筆 墨 に

あ らわす は小 毒 のみ 。 最高の軽蔑は沈黙 であ る,し か も眼 玉 ひ とつ す ら動 か

さず に 。」(半 夏 小 集 八)こ れ らを よ く読 み あわ せ て み る と,魯 迅 の心 中 に あ

る矛盾 を発 見 で き るだろ う。 最高の軽蔑が沈 黙な らぽ,軽 蔑 この上 な しの ハ

エ や沖 ころや か さか き犬な どには見 向 きもしな くて差支えな さそ うな ものだ

が,実 際 は激 しい憎 悪 と蔑 視,そ れ に 斗争 心 を も って か れ らに立 ち向 ってい

る。そ して敵 は一一人た りとも赦 しは しない,死 んで も赦 さぬ ぞ,と い って い

る。 魯 迅 は 沈 黙 の軽 蔑 黙殺 は事実上敵 に何 の痛廣 もあた え得ず,敵 を喜 ぽ す

ことはで きて も打 撃 を あたえ る ことが できない ことを よ く知 って いた。だか

らかれ は戦いつづけて書かぬぽな らぬ,病 気 で 書 け ない か,或 い は永 遠 に書

け な くな る こ と,つ ま り死,沈 黙 して 眼玉 ひ とつ 動 か せ な くな った時,そ の

時 の こ と も予測 して死 んで も戦いをやめない とい っているのだ。つ ま り 「半

夏小集」 の八」は死を予期 して死後 の戦 いを述べてい るのである。魯迅心底

の矛盾 は こ う解 くべ きではなか ろ うか 。魯迅晩年 の雑 文は こ うい う気持で書

かれてい る,「 病 後 雑談 」 の迫 力 も故 な し と しない。

最後に酷刑暴露 に 有終 の 惨(?)を そ え る 「深夜 に しるす 」 が 残 って

い る。本篇は本来"TheVoiceofChina"と い う英 文 雑 誌 に発 表 して か ら

1935年5月 の 「夜 鶯 」第1巻 第3期 に 中 国語 で 発 表 した といわ れ る。英 文

雑誌 にのせた ぐらいだか ら狭義の曲筆 はない。だか ら国民党が共 産党員 とそ

の容疑者を拷問す る酷刑が大胆 に書 いてあ る。 一例 をあげ る と,「 単 に刑 罰

のみ で も,今 日の 中国 には,実 に い ろん な もの が あ る とい うことを,私 は は

じめ て 知 りま した 。第 一 は籐 の鞭,第 二 は 虎 の腰 掛 け,こ れ は いず れ も軽 い
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方です。第三 は棒踏み,こ れ は 犯 人 を脆 かせ て,鉄 の棒 を そ の膝 の 内側 へ 載

せ,そ の両端 に 大 の 男 が乗 るので す 。最初は二人 です が,だ んだ ん 人 数 を 増

して 八 人 に します 。第四は焼 け鎖。 これは真赤 に焼 いた鉄 の鎖を地 面に敷 い

て,そ の上 に 犯 人 を脆 か せ るので す 。第五に,も う一 つ 「喰 らわ し」 とい う

のが あ ります。 これは鼻か ら唐辛子水,石 油,酢,焼 酎 …… な どを注 ぎ こむ

の です 。 さ らに,第 六 に,犯 人 を後 手 に 縛 り,別 に 細 い 麻 縄 で両 手 の親 指 を

縛 って,高 く吊 し上 げ て殴 るのが あ りますが,こ の 刑罰 の 名 は 何 とい うの

か,私 は知 りませ ん 。

私 が,も っ と も悲 惨 だ と思 った のは,や は り拘 置所 で 私 と同房 だ った一

人 の若 い農民 の ことです。おえ ら方は,彼 を赤 軍 の軍 司 令官 だ とい って 頑張

りま したが,彼 は あ くまで 承 認 しませ ん で した。そ こで,あ あ,と うと う彼

らは針 を彼 の指 の 爪 の間へ挿 しこみ,金 槌 で打 ち こみ ま した 。 そ れ で も承認

しない ので,ま た次 の指 に打 ち こみ …… また次 の指 に……そ してつ いに,十

本 の指 に全 部打 ち こんで しまい ま した。今 なお,あ の青年 の蒼 白 な顔,落 ち

凹ん だ 目,二 本 の血 まみ れ の手 が,常 に 眼前 に ち らつ き,ど うに も忘 れ る こ

とがで きず,私 を苦 しめ るので す!・ ・… ・」(魯 迅 選 集,第 十 二 巻,18-19頁,

岩 波 書 店)

これ は魯 迅 の酷 刑 暴 露 の しめ くくりである。 とい うのは この 「深夜 に し

るす」 において,か れ は 「成 功 せ る帝王 」 つ ま り猛威をふ るってい る政治 の

権 力者 の滅 びゆ く運命を も予言 しているか らで ある。

以上 にみて きた ところに よる と,魯 迅 は一 見 被 虐 症 で 露 出僻 の あ る精神

異常者 の よ うにみ えない こともない。 しか しそ の異常 ともみ え る執拗 な暴露

の 目的は明 らか であ る。かれ の訴 える ものが国民党 の暴露 にあ る ことはい う

を またぬ。 この ことだけ疑 いない,だ が 単 に 国 民 党 の暴 露 のみ に終 ってい る

のか,い や,そ うで は あ る まい,国 民 党 や 蒋 介 石 を とお して あ らゆ る独裁者

を暴露 してい るのであ る。 ち ょ うど 「阿Q正 伝 」 に お い て 阿Qと い う一 農 民

を描 くこ とに よ り中 国人 の典型 を創 りだ した よ うに,ま た独 裁 者 の反 面 は 奴
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隷であるとい う普遍的真理を生 々と訴えるために孫浩や ヒットラーや蒋介石

その他を槍玉にあげているのである。単に国民党の暴露のみに終るものなら

ぽ,そ れは個別的で特殊なものにとどまっているにす ぎない。 しか しわれわ

れは この個別的で特殊なものに普遍的で一般的なものを見出さねぽな らない

のだ。それが魯迅の文章であ り曲筆なのである。かれの書 くものは思想性ゆ

たかである。だがその言わん とす ることを論文のように綿密詳細に分析的に

最大漏 らさず書きつ くす態の文章ではな く,い わゆ る曲筆なるが故に,往 々

に して誤解を生 じ真意を誤 り伝える可能性が大いにあるし,解 釈に分岐を来

す惧れ もあるとい う欠陥をもっている。 したがって監獄や拷問や酷刑の暴露

の うちに,た だ国民党の暴露をみることもで きるし,あ らゆる独裁者の暴露

をみて もよい。マルクス ・レーニソ主義者,毛 沢東思想 の仰奉者は この段階

に とどまっている。中国,ソ 連 などの魯迅研究家はいずれ もそ うである。 し

か し,も っと拡大解釈することもできるはずだ。つ まり,こ の世に政治 とい

うものが行なわれ,一 方に支配するもの他方に支配されるものがあるところ

では,必 ず権力が威力を発揮す るだろ うし,権 力の座にあるものはその地位

の永久化を欲す るか ら,敵 対者には残酷な鎮圧を もって対す る。それは封建

社会,資 本主義社会,或 いは社会主義社会た るを とわず,多 少は内容形式に

違いはあろ うとも変 りあるまい。国家が暴力の機関である以上,政 治は本質

上常に暴力であるとい う真理,そ れを魯迅は訴えているとみることだってで

きるのである。むろん魯迅はそれまではっき りとはいっていない,解 釈は読

む ものにまかせて いるのである。 だがそれを 暗示するよ うな ものはある,

「同意 と解釈」で魯迅は こういっている,「上司の行動には部下 の同意を必要

としない」,「最 も肝要なのはなん といっても 「武力」であ って,理 論ではな

い。」このばあいの 「上司」と 「部下」 とい う言葉 を 魯迅が支配者と被支配

老の同義語 として用いてい ることは 「同意 と解釈」の全文を読めぽわか るは

ずで,こ の雑文の四分の一以上を占める最後の個所は巨大な権力を もつ政府

を論 じて検閲官 の削除を くらっているのである。 ところがマル クス ・レー二
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ン主義者(毛 沢東思想の信奉者 も含む)が この雑文のもつ意味を国民党の暴

露にのみ とどめてい るのはおか しい。 この雑交 も内容はよいが,曲 筆たるが

故に誤解を招 く標本みたいなものである。

以上雑駁で尻切れとんぼの感を免れない し,論 文の体裁 もなさないが,

紙数の関係 もあ り一応 ケリをつけ る。 ここでは魯迅が曲筆を駆使 して国民党

権力の検閲,拷 問,監 獄をあばきだ した雑文にかぎりその他にはふれなかっ

た。岩波版魯迅選集を引用 したさいに発見 した誤訳についても,つ いでに一

言 した。魯迅か らの引用文中括弧 して岩波書店,青 木文庫版 とした もの以外

には,私 が原文か ら適当に訳 した ものもある。

一九六六年十月十九 日
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